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研究成果の概要（和文）：本研究の主な成果は、①近代日本における「老年学」の草創期（明治末～大正期）で
は、人文学の研究が「老年学」の全体構想の中に位置づけられており、さまざまな分野を総合するという意識が
あったこと、②過去から現在まで「40歳」「40代」が身体的な問題から“老い”のはじまりと捉えられており、
この年代の意味をあらためて考える重要性、③“老い”を考える際に「迷惑をかけたくない」という意識が日本
において過去から現在にまで共通して見られ、この意識について歴史的、比較文化的に考察する必要性、の3点
である。

研究成果の概要（英文）：The main results of this research are the three points: 1) In modern Japan 
(in the late Meiji and Taisho periods), humanities research was positioned in the overall concept of
 “Gerontorogy”.2) From the past to the present, "40 years old" and "40s" are considered to be the 
beginning of "old age" from physical problems, from the past to the present, and it is important to 
reconsider the meaning of this age.3) In Japan, when thinking about "old age", there is a common 
sense that "Meiwaku wo kaketakunai".We consider this consciousness historically and comparatively 
culturally.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究の学術的意義は、①これまで接点のなかった老年学研究と人文学研究との架橋を試み、人文学が基幹とな
る「老年学」研究のあり方を提示したこと、②机上のみの研究にならないように、積極的にケアの現場におもむ
き、そこに生じている課題に根ざしながら研究を展開し、超高齢社会における老いから死に至る生き方に資する
多様な「老い」の観念や意識を明らかにしたことにある。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 「老年学」とは、超高齢社会の抱える諸問題の研究を行う分野である。従来の「老年学」研
究は、医学・歯学・看護学・生物学などの自然科学系の分野、経済学・社会学・福祉学・心理
学などの社会科学系の分野が中心に構成されてきた。さらに、人文学研究の立ち遅れも指摘さ
れている。しかし、人文学の分野から「老い」をめぐる研究がなされてこなかったというので
はなく、これまでの研究では「老年学」と人文学の立場からなされる「老い」をめぐる研究と
の接点が形成されておらず、研究が分断されてきた。 
 
２．研究の目的 
 上記の学術的背景をもとに、本研究では、「老年学」研究と人文学の立場からなされる「老い」
をめぐる研究との接点を形成し、新たな〈老年学〉を構築するための基盤を形成することを目
的とした。そのために、具体的なケアの現場に根ざしながら人文学の研究を行い、その有効性
を検証するようにつとめた。具体的には、日本における「老い」の観念に関する歴史的考察、
現代日本のケアの現場における「老い」の観念、日本と異なる文化圏における「老い」の観念
の検討を行い、多様な「老い」の捉え方を明らかにすることを目指した。 
 
３．研究の方法 
 「老い」の歴史的考察については文献学、社会史的手法により歴史史料を分析した。現代日
本のケアの現場における「老い」の分析については、現象学的手法に基づいた質的研究、哲学
的な理論に基づく分析を行った。また、ケアの現場の課題を広く知るために、介護施設や緩和
ケア病棟などの見学を行った。 
 
４．研究成果 
 研究分担者、研究協力者が学会発表、論文を発表するとともに、2019 年 3 月に研究成果をま
とめた論文集を刊行した。全体的な主な成果としては、以下の 3点が挙げられる。 
 
①近代日本における「老年学」の草創期（明治末～大正期）では、人文学の研究が「老年学」
の全体構想の中に位置づけられており、さまざまな分野を総合するという意識があったこ
と 
②過去から現在まで「40歳」「40 代」が身体的な問題から“老い”のはじまりと捉えられて
おり、この年代の意味をあらためて考える重要性 
③“老い”を考える際に「迷惑をかけたくない」という意識が日本において過去から現在に
まで共通して見られたことから、この意識について歴史的、比較文化的に考察する必要性
があること 
 
上記のほか、中国から研究者を招聘し、日本と中国の高齢化問題に関するシンポジウムを開
催し、両国の伝統的な思想・文化的視点からの老い・看取り・死に関する諸問題を考察する有
効性を明らかにした。また、近年、重要性が増している工学の分野からなされている先端科学
技術を用いた介護機器・医療機器の開発に関する研究と人文学研究との接点を形成するために
シンポジウムを開催し、人文学研究の知見と工学の知見との統合をはかる必要性を明らかにし
た。 
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